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要約 

᜝（shame）は᪥常生活でよく⤒㦂するᙉⅯな୙ᛌ感᝟であり㸪᜝を伴うయ㦂が⧞り㏉されಶ人のアイデン

テ࢕テ࢕の一㒊としてෆ在໬されることで㸪うࡘや自己ឡ性人᱁障害などの臨床的な問題を引き起こすと⪃

えられている。そのたࡵ㸪臨床心理の現場においても᜝に関する問題を⪃えることは重要ࡔと⪃えられる。

本✏では㸪まず᜝のᐃ⩏を⨥ᝏ感とのẚ㍑を用いながらᩚ理し㸪ḟに᜝と関㐃する代表的な⑓理である自己

ឡとᑐ人୙Ᏻをとり上ࡆてその㢮ఝⅬと相㐪Ⅼを᳨ウした。そこから心理療法のㅖ理論が᜝をどのようにᤊ

えているのかまとࡵ㸪᭱ᚋに臨床場㠃で᜝はどのように生じるか事例を用いてᴫほした。そしてどのように

クライ࢚ントの᜝と向き合うのがᮃましいのか⪃ᐹした。これらをࡩまえて㸪᜝におࡅる臨床心理学的研究

を発展させるたࡵのほⅬの 1  。としてセラピストの᜝感᝟に↔Ⅼをᙜてた研究を⾜うことをᥦ᱌したࡘ

 

キー・ワード㸸᜝㸪⨥ᝏ感㸪自己ឡ㸪クライ࢚ントが表現する᜝ 

 

, はじめに 

 ᜝（shame）は㸪᪥常生活においてㄡもがよく

⤒㦂するᙉⅯな୙ᛌ感᝟である（᭷ග㸪2001㸹ᒸ

㔝㸪1998）。「᜝の上ሬり」「名の຾ࡘは᜝なり」「㢦

からⅆがฟる」「✰があったら入りたい」など㸪᜝

に関わる័用ྃやことわࡊも多くᏑ在する࡯ど㸪

᜝はわれわれにとって㌟㏆な感᝟ࡔと⪃えられる。

また᜝はᙉⅯに୙ᛌな感᝟య㦂をಶ人にもたらす。

ᩘ多くある感᝟のなかでも㸪ಶ人が᭱もⱞしࡵら

れ（Kaufman㸪1989㸹 Goldberg㸪1991）㸪ಶ人

にᑐして᭱もጾ力をᣢࡘ（ᒸ㔝㸪2014）ものは᜝

感᝟ࡔと⪃える専門ᐙもᏑ在する。 
 こうしたᙉⅯな୙ᛌ感᝟であるたࡵ㸪臨床心理

の現場においても㸪᜝に関する問題を⪃えること

は㠀常に重要ࡔと⪃えられる。᜝はさまࡊまな臨

床的問題に関与しており㸪うࡘ（Tangney㸪 
Wagner㸪Fletcher & Gramzow㸪1992㸹Glibert㸪 
1997㸪ᒸ㔝㸪1998㸹᭷ග㸪2001㸹Greenberg & 
Watson㸪2006）や（ᑐ人୙Ᏻをはじࡵとする）

♫఍୙Ᏻ障害（ᒸ㔝㸪1998㸹 Veale㸪2003）㸪ᦤ

㣗障害（Goss & Allen㸪2009）㸪⸆物౫Ꮡ

（Potter-Efron㸪2002）㸪ຨ起障害（ᒸ㔝㸪1998）㸪
心的እയᚋストレス障害（Wong & Cook㸪1992）㸪
ቃ⏺性人᱁障害（Rizvi & Linehan㸪2005）㸪自己

ឡ性人᱁障害（ᒸ㔝㸪1998）などとᙉく関わる感

᝟ࡔと指᦬されている。また㸪୙Ᏻや୙╀㸪♫఍

的活動障害にもᙳ㡪があると言われている（᭷ග㸪

2001）。本᮶᜝はಶ人の㐺応に役❧ࡘ᝟報を与え

る感᝟であり（Frijda㸪1986）㸪つ⠊‽ᣐᶵ⬟お

よびಶ人とᑐ人㛫に役❧ࡘᶵ⬟を᭷するが（᭷ග㸪

2001）㸪᜝が伴うయ㦂が⧞り㏉されಶ人のアイデ

ンテ࢕テ࢕の一㒊としてෆ在໬されることで㸪先

に㏙࡭た臨床的な問題を引き起こすと⪃えられて

いる（ᒾቨ㸪2010）。 
 ௨上のⅬから㸪心理療法のなかでも᜝をᢅうᚲ

要性は高まっていると⪃えられるが㸪心理療法の

進⾜自యがその᜝によってᕥྑされるྍ⬟性もᑡ

なからずᏑ在する。例えࡤ㸪クライ࢚ントがຬ気
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をฟして自㌟のṇ┤な気ᣢちをฟした㝿に㸪それ

をセラピストがしっかりとཷࡅ入れられなかった

ということもあるࡔろう。そのとき㸪気ᣢちをᡴ

ち᫂ࡅたクライ࢚ントはᙉい᜝を感じると⪃えら

れる。᜝は㸪௚者に自㌟の感᝟を見せそれにᑐす

る支えがᚓられなかった㝿に生じる感᝟である

（Greenberg㸪2002）。こうしたయ㦂はそのᚋの

セラピストとの関係にも大きくᙳ㡪し㸪ࣟࢻップ

ア࢘トにࡘながるྍ⬟性もある。また㸪ᒾቨ

（2007）も㸪セラピストがᑡしでも↓理解である

場合や㸪㏫にクライ࢚ント自㌟がồࡵる௨上に㏿

い࣌ースで自㌟の問題に᥋㏆してきたときにも㸪

クライ࢚ントは自ศの⬤い㒊ศがᭀかれ᫹される

๓にࣟࢻップア࢘トするྍ⬟性があると指᦬して

いる。௨上のⅬからも㸪セラピストがクライ࢚ン

トの᜝感᝟をどのようにᢅうかというⅬは㸪セラ

ピストにとってᚲ要とされるどⅬࡔと⪃えられる。 
 しかし㸪᜝を臨床心理学的ほⅬからᢅった研究

はいまࡔにᑡないのが現≧である。ここには㸪᜝

という感᝟がそれを感じるಶ人にも㸪それを目ᧁ

する௚者にとってもᙉいインࣃクトをもたらし㸪

共᭷することが㞴しいという特ᚩが関与している

と⪃えられる（山ෆ㸪2015）。また㸪᜝よりも目

ᙧで現れる⑕≧の᪉に目が⾜きやすいことや㸪ࡘ❧

クライ࢚ントが感じている᜝にセラピストが気࡙

ず㸪᜝を見㏨したまま心理㠃᥋が⥆く（あるいࡅ

は中᩿する）ᙧになり㸪᜝を୺要な問題として意

㆑しないこともᙳ㡪しているྍ⬟性がある。 
そこで本✏では㸪臨床心理学の現場に関㐃する

᜝感᝟の研究をᴫほし㸪今ᚋの課題および᪂たな

どⅬを⪃ᐹする。まず㸪᜝のᐃ⩏には᭕᫕なⅬも

多くᏑ在しており㸪㢮ఝのᴫ念とΰྠした≧ែで

ᢅわれることもᑡなくないのが現≧であるたࡵ㸪

᜝のᐃ⩏をᩚ理し㸪それをࡩまえたうえで㢮ఝ性

が指᦬されている⨥ᝏ感とのẚ㍑を⾜う。ḟに㸪

᜝と関㐃する代表的な⑓理である自己ឡとᑐ人୙

Ᏻをとり上ࡆ㸪その㢮ఝⅬと相㐪Ⅼを᳨ウする。

そこから㸪心理療法のㅖ理論が᜝をどのようにᤊ

えているのか⤂介し㸪そのうえで㸪特に᜝にࡘい

ての⪃ᐹがᩘ多くなされている࢚ࣔーシࣙン・ࣇ

࢛ーカスト・セラピー（௨ୗ「EFT」と表グ）を

とり上ࡆ㸪᜝のศ㢮にࡘいてまとࡵる。そして᭱

ᚋに㸪臨床場㠃で᜝はどのように生じるかにࡘい

て㸪事例をとり上ࡆて⤂介する。この事例をࡩま

えて㸪セラピストはどのようにクライ࢚ントの᜝

をᢅうのがᮃましいのか⪃ᐹする。ᑠ✏を㏻して㸪

᜝感᝟の理解を῝ࡵ㸪臨床心理学ศ㔝での᜝感᝟

研究におࡅる発展の一ຓにできれࡤと⪃えている。 
   
Ⅱ ᜝とい࠺感᝟ 

1．᜝の定⩏とそのⓎ㐩 

᜝とは㸪現実または᝿ീ上の௚者によりᢈุさ

れる㸪᭷害な自己のことࡔとᐃ⩏࡙ࡅられている

（Lewis㸪1971㸹Tangney㸪1995）。現実にᏑ在

する௚者ࡅࡔでなく㸪ಶ人が᝿ീした௚者によっ

てႏ起されることもあるⅬが㸪᜝の特ᚩの1ࡔࡘ

と⪃えられる。このことから㸪᜝は自ศ自㌟や自

㌟の▱㆑・願ᮃなどにᑐして注意を向ࡅる「ᐈほ

的自己ぬ▱（objective self-awareness）」の⬟力

をಶ人が᭷することによってึࡵて生じる感᝟ࡔ

と⪃えられている（Lewis㸪1995 高ᶫ┘ヂ 1997）。 
௨上の指᦬からもศかるように㸪᜝は㸪生ᚓ的

なものではなく発達していく㐣⛬でฟ現する感᝟

であり㸪自己意㆑に関与するものࡔと⪃えられて

いる（Lewis㸪1995 高ᶫ┘ヂ 1997）。」ᩘの研

究から（Geppert & Kuster, 1983㸹Stipek㸪
Recchia & McClinton㸪1992㸹Lewis㸪1995 高
ᶫ┘ヂ 1997）㸪᜝は生ᚋ 2㸪3 年目㡭から生じる

感᝟ࡔとされている。子どもは生まれてすࡄなん

らかのコミࣗࢽテ࢕にᡤᒓしጞࡵ㸪そのときから

㣴育者などの࿘ᅖにᏑ在する年長者が設ࡅたᇶ‽

やつ๎に᫹されることになる。その㝿にᐈほ的自

己ぬ▱を発達させてそのᇶ‽を取り入れることに

よって㸪᜝などの自己意㆑的᝟動がฟ現すると⪃

えられている（Lewis㸪1995 高ᶫ┘ヂ 1997）。
௨上の指᦬からも᜝の㐺ษなᶵ⬟は㸪自㌟の⾜動
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を࣓タ的にᢕᥱしてそれがᡤᒓするコミࣗࢽテ࢕

のつ๎に㐪཯していないか☜ㄆし㸪ಶ人がそのコ

ミࣗࢽテ࢕に㐺応できるようサ࣏ートすることࡔ

と⪃えられる。᜝はᙉⅯな感᝟であるたࡵ㸪自㌟

がとった⾜動にᑐして᜝をႏ起させるような⨩を

与えれࡤ㸪その⾜動を⾜う㢖ᗘは๻的にୗがるྍ

⬟性が高い。このように᜝がうまくᶵ⬟すれࡤಶ

人の㐺応に࣏ࢪテࣈ࢕なᙳ㡪を与えられると⪃え

られる。᜝のこういった特性からか㸪子どもにᑐ

して⾜われるしࡅࡘも㸪᜝にッえかࡅるᡭ法を用

いることが一⯡的になっているという指᦬もある

（ᒾቨ㸪2010）。 
しかし㸪᜝を㢖⦾に用いるしࡅࡘはዲましいも

のではないと⪃えられる。子どものኻᩋにᑐして

㣴育者がლるようなᑐ応や㸪᎘ᝏに‶ちたᑐ応を

とった場合㸪その子どもは自ศが㣴育者から㎯ࡵ

られたと感じて㸪ᑗ᮶的には自ศが㓶いもののよ

うに感じられるようになるྍ⬟性も生じる。ᇶ‽

を◚ったことで௚者からᚓられる཯応が᜝には大

きく関与しており㸪これは࿘ᅖが設ᐃしたᇶ‽の

高పは᜝がもたらすࢿガテࣈ࢕なᙳ㡪にはあまり

ᙉく関与していないと⪃えられている（Lewis㸪
1995 高ᶫ┘ヂ 1997）。࿘ᅖが᎘ᝏ的でᣄ⤯する

ような཯応をとり⥆ࡅれࡤ㸪子どもの中にそのホ

౯が᰿ᙉくṧり問題を引き起こす事ែにもなりか

ねないと⪃えられる。 
 

2．᜝と⨥ᝏ感 

௨上のⅬから㸪᜝はしࡤしࡤ⨥ᝏ感（guilt）と

㢮ఝしたᴫ念としてᤊえられる。᜝も⨥ᝏ感も཮

᪉㸪人々からḼ迎されない୙ᛌな感᝟である。ま

た㸪そのコミࣗࢽテ࢕がᣢࡘつ⠊をᏲらせるᶵ⬟

やᑐ人場㠃で役❧ࡘᶵ⬟をᣢࡘⅬ㸪そして៏性໬

あるいは㐣ᗘに⤒㦂した場合にᑐ人的・᝟⥴的調

⠇に問題が生じるⅬは共㏻すると⪃えられる（᭷

ග㸪2001）。 
こうした特ᚩから᜝と⨥ᝏ感に関しては༊ูも

はっきりしていないことが多く㸪これまでの研究

では㸪᜝と⨥ᝏ感の༊ูをࡅࡘることに重Ⅼがお

かれてきた（ᒾቨ㸪2010）。᜝と⨥ᝏ感の㐪いを

⪃ᐹするたࡵに㸪まずはBenedict（1967/1985）
の研究をとり上ࡆて相㐪Ⅼをᩚ理する。ᙼዪはア

࣓ࣜカと᪥本をẚ㍑し㸪ア࣓ࣜカを「⨥の文໬」

᪥本を「᜝の文໬」とᐃ⩏࡙ࡅた。 
Benedict（1967/1985）は᜝をᇶ調におく文໬

と⨥の意㆑をᇶ調におく文໬の㐪いとして௨ୗの

2 Ⅼをᣲࡆた。まず㸪自㌟が≢した㐣ちを௚者に

ヰすことにᑐする意㆑の㐪いがᣲࡆられる。⨥の

文໬では㸪⨥をṇ┤に告ⓑすれࡤ気ᣢちが㍍くな

るという࣏ࢪテࣈ࢕な意㆑をᣢࡘ。そのたࡵ㸪᐀

教的な൤ᘧとしてࡅࡔでなく㸪ୡ಑的療法として

も⨥の告ⓑは㢖⦾に用いられる。これにᑐして᜝

の文໬では㸪自㌟の㐣ちをእ㒊に㟢見させること

自యがⱞ③であり㸪ኻᩋなどを人にヰすことを✚

ᴟ的に⾜おうとはしないと指᦬されている。自㌟

のኻᩋをୡ㛫に▱られること自యを᜝ࡔとᤊえて

いることが㸪こうしたุ᩿に大きなᙳ㡪を与える

と⪃えられる。2 Ⅼ目の㐪いとしてᣲࡆられるの

はၿ⾜をする動ᶵである。⨥の文໬ではෆ㠃的な

自ぬにᇶ࡙いてၿ⾜を⾜うが㸪᜝の文໬ではእ的

なᙉไ力によってၿい⾜いをすると Benedict は

⪃ᐹしている。1) この2ࡘの相㐪Ⅼから㸪᜝をᇶ

調とする文໬では௚者のᏑ在自యが（その文໬に

ᒓする）ಶ人にᑐして大きなᙳ㡪を与えているこ

とがศかる。 

心理学におࡅる᜝と⨥ᝏ感の㐪いは㸪ኻᩋした

㝿にそのಶ人が自㌟のどの㒊ศに↔Ⅼをᙜててそ

のኻᩋをᤊえるか㸪というⅬにあると⪃えられて

いる。Lewis（1971）は㸪᜝は඲య的自己（global 
self）に↔Ⅼをᙜてたときに生じ㸪⨥ᝏ感は特ᐃ

の⾜動・⾜Ⅽに↔Ⅼをᙜてたときに生じるとㄝ᫂

している。 
᜝を感じた場合㸪そのಶ人はኻᩋを඲య的自己

に↔Ⅼ໬することになるたࡵ㸪◚ቯ的な⾜動にࡘ

ながりやすくなると指᦬されている（Lewis㸪1995 
高ᶫ┘ヂ 1997）。例えࡤ㸪「ᾘえてしまいたい」「Ṛ
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んでしまいたい」という自ศをྰᐃするような願

ᮃをᣢࡘ⤒㦂や（Lewis㸪1995 高ᶫ┘ヂ 1997）㸪
その≧ἣにᏑ在する௚者へのᛣりといった⾜動を

とりやすくなると⪃えられる（᭷ග㸪2001）。こ

のように㸪᜝は自己にᑐする඲య的なᨷᧁである

たࡵ㸪この᝟動を㏣いᡶうことは㞴しいという指

᦬もある（Lewis㸪1995 高ᶫ┘ヂ 1997）。 
一᪉で⨥ᝏ感を感じた場合㸪ಶ人は自㌟がとっ

た特ᐃの（特Ṧ的な）⾜Ⅽにᑐして↔Ⅼ໬を⾜い

やすくなると指᦬されている（Lewis㸪1995 高ᶫ

┘ヂ 1997）。そのたࡵ᜝を感じたときよりも㸪ಟ

ṇ⾜Ⅽをとることはᐜ᫆にできると⪃えられる

（Lewis㸪1995 高ᶫ┘ヂ 1997）。⨥ᝏ感を感じ

た㝿にもಶ人はኻᩋによってയࡘくが㸪このയࡘ

き感᝟はኻᩋのཎᅉに向かうたࡵ㸪生じる感᝟は

᜝࡯どにᙉ力ではない（Lewis㸪1995 高ᶫ┘ヂ 
1997）。そのᙳ㡪もあり㸪ㅰ⨥や（それまで⾜っ

ていた）⾜動の೵Ṇなどによって相ᡭのᛣりやᩛ

意をᢚไするᶵ⬟をᣢࡘ（᭷ග㸪2001）。 
このように㸪᜝と⨥ᝏ感は㢮ఝしたᴫ念として

ᤊえられることも多く㸪その㐪いを᫂らかにする

たࡵにさまࡊまな研究・⪃ᐹがなされてきたが㸪

この⨥ᝏ感௨እにも᜝とのᙉい関与が指᦬されて

いるᴫ念はいくࡘかᏑ在する。ḟ⠇では㸪そうい

ったᴫ念の一㒊である自己ឡとᑐ人୙Ᏻをとり上

いࡘて㸪その関㐃や⾜われてきた研究・⪃ᐹにࡆ

てලయ的に⪃ᐹする。 
 
Ⅲ ᜝と関㐃する⑓理 

1．自ᕫឡ㸦㄂኱型�↓関ᚰ型自ᕫឡ㸧 

ᒸ㔝（1998）は᜝と自己ឡをḟのようにᐃ⩏し

て㸪཮᪉の関㐃にࡘいてもㄝ᫂している。「⚾たち

人㛫は㸪௚人から自ศのᏑ在をㄆࡵてḧしい㸪大

事にされたい㸪あるいは自ศ自㌟を౯್のある人

㛫ࡔと思いたいというᇶ本的な願ᮃをᣢっていま

す。そのような願ᮃが㸪自己ឡの᭱も඾ᆺ的な表

れです。そして᜝とは㸪それがᚓられない≧ែ㸪

あるいは自己ឡ的な‶㊊感や自己౯್ほが一気に

ዣわれてしまった≧ែで࿡わう感᝟です」このᐃ

⩏から㸪᜝の᰿ᗏには自己ឡ的なḧồや願ᮃの๤

ዣがᏑ在すると⪃えられる。 
し か し 㸪 DSM-5 （ American Psychiatric 

Association㸪2013 高 ・ʟ大㔝┘ヂ 2014）の「自

己ឡ性人᱁障害」のᐃ⩏ではࡴしろ᜝にᑐする㕌

感さが見ཷࡅられる。௚人の཯応に気࡙かず㸪自

己にክ中であり㸪ഫ៏でᨷᧁ的であるという特ᚩ

からは（Gabbard㸪1994 ⯓┘ヂ 1997）㸪᜝にᑐ

する感ཷ性の高さは見ཷࡅられないと⪃える。ࡴ

しろ᜝▱らずなタイプの人㛫に見えるྍ⬟性が高

い。 
こうした▩┪の⫼ᬒには㸪᜝と自己ឡの㛫に 2

の⊂❧したኚᩘがあることが関係すると指᦬さࡘ

れている（ᒸ㔝㸪1998）。ᒸ㔝（1998）は㸪人そ

れࡒれが「᜝の感じやすさ」と「自己㢧♧傾向」

という2ࡘの傾向をู々にᡤ᭷できると㏙࡭てい

る。「自己ឡ性人᱁障害」に㏆い性᱁特性をᣢࡘ

人々は㸪യࡘいたとしてもそれを᜝としてㄆ㆑せ

ず㸪ᛣりとしてእにᨺฟすると⪃えられる。すな

わち㸪᜝は感じにくいが㸪自己㢧♧はとても高い

タイプࡔと⪃えられる。これは「㄂大ᆺ自己ឡ（ᑠ

ሷ・ᕝᓮ㸪2011）」や「↓関心ᆺ自己ឡ（ᒸ㔝㸪

1998）」と࿧ࡤれるタイプの自己ឡࡔとᐃ⩏され

ている。この௚にももう1ࡘの自己ឡのタイプが

Ꮡ在するが㸪それはḟの⠇でヲしくㄝ᫂する。 
 
2．対人୙安㸦㐣ᩄ型自ᕫឡ㸧 

自己ឡと関㐃してㄒられることが多いのはᑐ人

୙Ᏻࡔと⪃えられる。DSM-5 （American 
Psychiatric Association㸪2013 高ᶫ・大㔝┘ヂ 
2014）では「௚者の注どをᾎびるྍ⬟性のある♫

஺場㠃にᑐする㸪著しいᜍᛧまたは୙Ᏻ」「ある᣺

る⯙いをするか㸪୙Ᏻ⑕≧を見せることで㸪ྰᐃ

的なホ౯をཷࡅる（᜝ずかしい思いをする㸪ある

いは௚者の㏞ᝨになる）㸪とᜍれている」「♫஺的

≧ἣは࡯とんど常にᜍᛧまたは୙Ᏻをㄏ発する」

≧ែとされており㸪ᑐ人場㠃で生じるᙉい᜝感᝟
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との関㐃がうかがえる。 
௨上のデ᩿ᇶ‽からも㸪ᑐ人ᜍᛧにᝎࡴ人は自

ศを᜝ずかしく思う気ᣢちがᙉいことがศかる。

また㸪それにより人からᑛᩗや⩎ᮃの目を向ࡅら

れたいという願ᮃをᣢࡘことが多いという指᦬も

Ꮡ在する（ᒸ㔝㸪1998）。この特ᚩを自己ឡの 2
㍈で⪃えれࡤ㸪自己㢧♧ḧはపいが᜝は感じやす

いタイプであると⪃えられる。このタイプは「㐣

ᩄᆺ自己ឡ（ᒸ㔝㸪1998㸹ᑠሷ・ᕝᓮ㸪2011）」
と࿧ࡤれるタイプの自己ឡと㠀常に㢮ఝした特ᚩ

をᣢࡘと⪃えられる。2) 
᳃⏣療法をᥦၐした᳃⏣ṇ㤿も㸪ᑐ人ᜍᛧ者は

「᜝ずかしがってはいࡅない」と௚者をᜍれる自

ศをྰᐃしてその㜵⾨として⹫ໃをᙇり⥆ࡅるこ

とで㸪ますます᜝▱らずになると㏙࡭た（᳃⏣・

高Ⰻ㸪1953）。௚者の๓で᜝ずかしがる᜝感᝟と㸪

それをどうにか㞃したいという自己ឡ的な願ᮃが

⤡み合っているのがᑐ人୙Ᏻの特ᚩの1ࡔࡘと⪃

えられる。ᑐ人୙Ᏻの⿬には᜝感᝟が㞃されてい

ることが㸪こうした指᦬からもうかがえる。 
 
Ⅳ ᚰ理⒪法のㅖ理ㄽࡽ࠿ぢࡓ᜝ 

 これまで見てきたように㸪᜝はさまࡊまな心理

的問題に関与しているが㸪心理療法理論において

᜝は中心的にᢅわれてこなかった。⢭⚄ศᯒでは㸪

ཝしすࡂる㉸自ᡃの問題によって⨥ᝏ感が生じ㸪

それが⚄⤒⑕的傾向に関与するⅬには注目された

が㸪᜝に関してはあまり理論໬されてこなかった

という指᦬がある（ᒸ㔝㸪1998㸹 ᒾቨ㸪2010）。
ここには㸪創設者であるFreudが᜝や自己ឡのയ

きをయ㦂することにᑐする㜵⾨として理論をᵓࡘ

⠏したこともᙳ㡪している㸪という指᦬もある（ᒸ

㔝㸪1998）。また㸪ㄆ▱⾜動療法においても㸪᜝

や⨥ᝏ感を引き起こす「⾜きすࡂた自己࿨௧（͐

͐せねࡤならない）」のཝ᱁さが問題ࡔという指᦬

はあったが㸪᜝と⨥ᝏ感の᫂☜な༊ูはなされて

いないと⪃えられている（ᒾቨ㸪2010）。 
 しかし㸪᜝という言ⴥが┤᥋的に౑われている

わࡅではないが㸪᜝をᢅっていると⪃えられる心

理療法理論もᏑ在する。クライ࢚ント中心療法も

その療法の1ࡔࡘと⪃えられる。ᒾቨ（2010）は㸪

クライ࢚ント中心療法の文献に᜝という言ⴥはあ

まり見ᙜたらないが㸪↓᮲௳の⫯ᐃ㸪共感的ཷᐜ㸪

⣧⢋性は㸪クライ࢚ントが᜝ずかしい思いをせず

に自己開♧できることを☜ಖする௙組みであると

指᦬している。 
 また㸪✚ᴟ的に᜝という言ⴥを用いて᜝をᢅう

心理療法理論もいくࡘかᏑ在する。その1ࡘであ

る EFT では㸪᜝をḟの 4 にศ㢮している（ᒾࡘ

ቨ㸪2010㸹Greenberg㸪2011 ᒾቨ・ఀ⸨・⣽㉺

┘ヂ 2013）。 
1 。られるࡆ目には「一ḟ㐺応的な᜝」がᣲࡘ

これは㸪♫఍的な❧場や関係性をᏲるたࡵにಶ人

の問題⾜動を༶ᗙにやࡵさせる᜝ࡔとᐃ⩏されて

いる。ಶ人にᑐして⫯ᐃ的なຠᯝを与えるといっ

た㸪᜝本᮶の⫯ᐃ的なᶵ⬟が一ḟ㐺応的な᜝にあ

たると⪃えられる。 
2 目は「一ḟ୙㐺応の᜝」である。こちらもࡘ

≧ἣにᑐする┤᥋的な཯応であり㸪そのⅬは一ḟ

㐺応的な᜝と共㏻するが㸪これはຠᯝ的なᶵ⬟を

ጉࡆる᜝ࡔと指᦬されている。ここには「中᰾的

᜝（アイデンテ࢕テ࢕の一㒊としてෆ在໬され㸪

自己にᑐするᙉい᎘ᝏや౲⶜をႏ起する᜝）」「♫

఍的᜝（ಶ人のアイデンテ࢕テ࢕の一㒊であった

♫఍的なᆅ఩をኻうことにより生じる᜝）」などの

ୗ఩ศ㢮がさらにྵまれる。 
 3 ることࡆ目の᜝として「஧ḟ的な᜝」をᣲࡘ

ができる。これはጞࡵに生じた感᝟（一ḟ感᝟）

にᑐして཯応的に生じる᜝のことࡔとᐃ⩏されて

いる。例えࡤ㸪ᝒしみを感じて人๓でᾦをὶすこ

とを᜝に感じることや㸪ᛣりを感じて㢦を┿っ㉥

にしている自㌟を᜝ずかしく思うことなどが㸪こ

の᜝にあたると⪃えられる。 
 そして㸪4 目の᜝は「㐨ල的᜝」である。こࡘ

れは௚者にᙳ㡪を与える㸪あるいは௚者を᧯సす

る目的のたࡵに表ฟされる᜝ࡔと⪃えられている。



62 おⲔのỈዪ子大学心理臨床相談センター紀要 第 20 号 2018 年  
 

᜝じらいや㐲៖㸪ㅬ⹫さといった性᱁特性をᙉ調

することで㸪ᶒጾ的な❧場にある人にᑐしてዲ༳

㇟を与えられる。また㸪これは♫఍⾜動の1ࡘで

もあると⪃えられる。しかし㸪このࣃターンが◳

┤してしまった場合㸪௚者にᑐしてㄗ解を与える

ྍ⬟性や㸪௚者との㛫に‶㊊のいかない関係性を

ᵓ⠏するྍ⬟性もある。 
 このように㸪心理療法には᜝をᢅったものもい

くࡘかᏑ在する。それでは㸪それをཷࡅるクライ

࢚ントは᜝をどのようなᙧで表現するのか。ḟ⠇

では㸪クライ࢚ントの᜝の表現にࡘいて⪃ᐹする。 
   
Ⅴ 臨床ሙ㠃࡛生じる᜝ 

クライ࢚ントが᜝をそのまま表ฟすることはあ

まりないと⪃えられる。᜝は௚の感᝟とᐜ᫆に⤖

びࡘくたࡵ㸪┿の問題としてㄆ㆑されることはᑡ

ないと⪃えられる。例えࡤ᜝がႏ起された㝿㸪஧

ḟ的な཯応としてᛣりが表ฟされることも多いと

指᦬されている（Tisseron㸪1992/2001㸹ᒾቨ㸪

2010㸹ᒸ㔝㸪2014）。また㸪᜝は「自ศには౯್

がない」といった自己ホ౯のపさ㸪௚者から㤿㮵

にされるのではないかというᜍᛧ㸪௚者への⃭し

いᛣりなどのᙧで表現されるとも⪃えられている

（ᒸ㔝㸪1998㸹山ෆ㸪2015）。そのたࡵ㸪᜝とい

う言ⴥをそのまま用いて᜝感᝟が表現されること

はᑡないと⪃えられる。௨上のⅬから㸪クライ࢚

ントのㄒりやែᗘの⿬にある᜝をㄞみ取ってᑐ応

することがセラピストにはồࡵられると⪃える。

本⠇では㸪セラピストが⾜ったクライ࢚ントの᜝

へのᑐ応をᴫほし㸪セラピストはどのようにクラ

イ࢚ントの᜝をᢅうのがᮃましいのかにࡘいて⪃

ᐹする。 
ᒸ㔝（1998）の事例でとり上ࡆられたクライ࢚

ント（30代男性）は「理᝿のクライ࢚ント」を₇

じようとしていた。ᙼはセラピストの๓でṇ┤に

自㌟のᏑ在が᜝であるというヰをし⥆ࡅた。3）ま

た㸪᜝をඞ᭹するたࡵに᪥常生活でもດ力をして

いること（⫋場で⋡先したែᗘがとれたこと）を

嬉しそうに報告する場㠃もあったが㸪その報告の

ᚋはỴまってᢚうࡘ≧ែになっていた。 
ここでセラピストは㸪クライ࢚ントが「自ศの

἞療に一生ᠱ࿨専念するクライ࢚ント」を₇じよ

うとすれࡤする࡯ど㸪かえって自㌟を㏣い込み㸪

᜝を῝ࡵていると⪃えた。その⪃ᐹからセラピス

トはクライ࢚ントのṇ┤さにᑐして「それはあな

たのᙉさです」と⫯ᐃ的にホ౯したうえで㸪඲力

で問題を㏣ồすると⑂れるのではないかと問いか

た。そしてヰす࣌ースはクライ࢚ント自㌟でዲࡅ

きにỴࡵられることをఏえた。このクライ࢚ント

は⣲┤に自㌟の᜝をさらࡅฟすというດ力を見せ

ることでඃ等生的なഃ㠃を見せようとしていた。

しかし㸪そのせいで自㌟の᜝を↓理に่⃭しすࡂ

る⤖ᯝになっていたと⪃えられる。 
これにຍえて㸪᜝はこのクライ࢚ントにとって㸪

もっとูの感᝟から自㌟をᏲる㙚ࡔったのではな

いかともᒸ㔝（1998）は⪃ᐹしている。ᙼは自ศ

自㌟でỴ᩿をୗすことをᴟ➃にᜍれていた。それ

にᑐする㜵⾨としてึࡵから㈇ࡅを⿦い㸪そのよ

うな自ศを᜝に思い⥆ࡅる≧ែへ引きこもり⥆ࡅ

ていたと⪃えられる。 
また㸪山ෆ（2015）は㸪「2ࡘの᳔子のᑐヰ（EFT

で用いられるᡭ法の 1 を用いて㸪クライ࢚「（ࡘ

ントの᜝をኚᐜさせた。クライ࢚ント（40代ዪ性）

は౲⶜と᎘ᝏに‶ちたẕ親のែᗘをෆ在໬してい

た。そんな≧ែのなか㸪ጡとの関係でኻᩋしてし

まい㸪ᙉい自己ᢈุと᜝をႏ起させた。心理㠃᥋

のึ期㸪セラピストはクライ࢚ントの᜝を࿴らࡆ

るたࡵにᙼዪを支ᣢし⫯ᐃする関わりを⥆ࡅた。

しかし㸪クライ࢚ントは᜝をかかされることを㑊

と自ら᜝「ࡔな人㛫ࡵࡔ自ศは」ながらྠ時にࡅ

をసりฟしていたたࡵ㸪セラピストはᙼዪとうま

くࡘながることができなかった。中┙௨㝆㸪2 ࡘ

の᳔子のᑐヰを用いたことでクライ࢚ントは㈐ࡵ

る自ศと㈐ࡵられる自ศの2ࡘのഃ㠃をᣢってい

ることに気࡙いた。また㸪ᢈุ的であったẕ親の

ែᗘをෆ在໬したᙳ㡪で㸪長い㛫⬥にᢲしやって
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いた「ᙅい自ศを見ᤞてないで࡯しい」というḧ

ồにも㸪クライ࢚ントは気࡙くことができた。こ

れは㸪見ᤞてられるものとして᎘ᝏしてきた自㌟

のᙅさをษりᤞてずに㸪共に生きていࡅるように

なった▐㛫であったと⪃えられる。このように㸪

自㌟がᣢࡘそれࡒれのഃ㠃の思⪃や感᝟㸪ḧồを

᥈し㸪言ⴥにすることで㸪ᢈุ的なኌは࿴らいで

いく。このⅬから㸪ෆ在໬された᜝の心理㐣⛬を

᫂☜にする㝿に㸪2 の᳔子のᑐヰは᭷ຠなᡭ法ࡘ

であると⪃えられる。 
௨上の2ࡘの事例に共㏻しているのは㸪セラピ

ストが᜝のෆᐜを特ᐃし㸪そこに↔Ⅼをᙜてたう

えで時㛫をかࡅてクライ࢚ントの᜝と関わったこ

とである。ᒸ㔝（1998）は㸪クライ࢚ントが表ฟ

していた▩┪に気࡙き㸪クライ࢚ントのᣢࡘᙉさ

をᙉ調しながらクライ࢚ントにも᜝のṇయに気࡙

いてもらうよう介入をヨみた。また山ෆ（2015）
も㸪2 の᳔子のᑐヰを⾜ったことで㸪クライ࢚ࡘ

ントの中にᏑ在する㈐ࡵる自ศのኌと㸪㈐ࡵられ

る自ศのḧồに気࡙くことができた。そしてクラ

イ࢚ントはそのḧồも思いやりをもってཷࡅ入れ

られるようになっていった。このように㸪クライ

࢚ントの᜝はどこにᏑ在するのか常に意㆑して᥈

⣴することがセラピストにはᚲ要であると⪃えら

れる。ᒾቨ（2010）は᜝をᢅう἞療ཎ๎の1ࡘと

して「クライ࢚ントが᜝のⱞ③を㑊ࡅる㜵⾨に気

࡙き㸪᜝の感᝟に᥋㏆し㸪それをཷࡅ入れること」

をᣲࡆている。ここでは㸪᜝に┤᥋目を向ࡅさせ

るのではなく㸪共感的なጼໃを⥔ᣢしながらෆ的

なయ㦂に注意を向ࡅてもらうようಁすことがồࡵ

られる（ᒾቨ㸪2010）。ᒸ㔝（1998）の場合は㸪

クライ࢚ントの人㛫性をㄆࡵ㸪「ᙉさ」であると⫯

ᐃ的にホ౯したⅬが㸪山ෆ（2015）の場合は㸪ึ

期から一㈏してクライ࢚ントを⫯ᐃする関わり᪉

を⥅⥆したⅬがここにあたると⪃えられる。௨上

の事例および指᦬から㸪クライ࢚ントがᛴ⃭に自

己の᜝と向き合ってയࡘいてしまうことや㸪そこ

から目を⫼ࡅようとしてしまうことがないように㸪

セラピストは時㛫をかࡅてクライ࢚ントに寄りῧ

いながら᜝を意㆑してもらえる関わりをすること

がᮃましいと⪃える。 
 
ϭ ࡲとめと今後のᒎᮃ 

 今ᅇ㸪᜝感᝟をᢅった臨床心理学の研究や事例㸪

⪃ᐹをまとࡵたことによって㸪᜝がどういう特ᚩ

をᣢࡘのかというⅬをᩚ理し┤すことができた。

᜝は㸪実㝿に௚者がいる≧ἣで㸪あるいはಶ人が

᝿ᐃした௚者からᢈุされることでႏ起されるᚋ

ኳ的な感᝟ࡔと⪃えられている。そして本᮶この

感᝟は㸪ಶ人の㐺応にᑐして࣏ࢪテࣈ࢕なᙳ㡪を

与える感᝟であると指᦬されている。しかし㸪ఱ

ᗘも᜝のయ㦂を⧞り㏉すことによって᜝がෆ在໬

されてしまい㸪心理的問題を引き起こすཎᅉとな

るྍ⬟性もある。 
また㸪クライ࢚ントがどのように᜝を表現し㸪

セラピストはどのようにその᜝をᢅうのがᮃまし

いのか㸪というⅬにࡘいてもᩚ理することができ

た。クライ࢚ントは心理㠃᥋場㠃で᜝をそのまま

表現することはあまりなく㸪ᛣりや自己ホ౯のప

さといったᙧで表現するྍ⬟性が高い。また㸪᜝

を用いて௚にᜍᛧを感じているᑐ㇟から自らを㜵

⾨するࢣースや（ᒸ㔝㸪1998）㸪᜝のᙳ㡪でセラ

ピストがうまくクライ࢚ントとࡘながれなくなる

られた（山ෆ㸪2015）。まずは㸪ࡅースも見ཷࢣ

このようにさまࡊまなᙧで表現された᜝をセラピ

ストが見ᴟࡵ㸪↔Ⅼをᙜてて㸪じっくりと介入を

⾜うことが重要ࡔと⪃える。その㝿には㸪クライ

࢚ントの࣌ースを大ษにし㸪クライ࢚ントの人㛫

性をㄆࡵながら㸪 かく関わって⾜くことが重要

であると⪃えられる。 
今ᅇは୺にクライ࢚ントが感じる᜝に↔Ⅼをᙜ

てて⪃ᐹを⾜なってきたが㸪臨床的介入を⾜うഃ

であるセラピストも㸪心理㠃᥋を⾜ううえで᜝を

感じることはᩘ多くあると⪃える。担ᙜするクラ

イ࢚ントがఱ人も㐃⥆してࣟࢻップア࢘トしてし

まう㸪クライ࢚ントの᪉がセラピストよりも἞療
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法や⢭⚄⑌ᝈにᑐする▱㆑を多くᣢっていたとい

った≧ἣは㸪セラピストにとって③Ⅿな᜝య㦂と

なりうる（ᒾቨ㸪2007）。それࡅࡔでなく㸪ึ心

者セラピストが㑊ࡅては㏻れないスーࣃービࣙࢪ

ンでも᜝はႏ起されると指᦬されている（Hahn㸪
2001㸹ᒾቨ㸪2007）。セラピストに᜝のయ㦂が生

じれࡤ㸪クライ࢚ントに注意を向ࡅて共感をする

ことが㞴しくなると⪃えられる（ᒾቨ㸪2007）。
しかし㸪セラピストഃの᜝感᝟をᢅった実ド的な

研究は現在まᩘࡔがᑡない≧ែである。今ᚋは㸪

こうしたഃ㠃から᜝を᳨ウするどⅬもᮃまれるの

ではないかと⪃える。 
 
＜注＞ 

1）こうした⪃ᐹのᙳ㡪からか㸪᪥本人は㞟ᅋ୺⩏的で

あるから௚人を気にして動く᜝がඃໃࡔというㄆ㆑を

ᙉくᣢたれているが㸪ୡ㛫の目を気にして᜝ずかしさを

ぬえるのは᪥本人に特᭷の現㇟ではない（Lewis, 1995 
高ᶫ┘ヂ 1997）。 
2）ᑐ人୙Ᏻをᢪえる者が඲員㐣ᩄᆺ自己ឡの特ᚩを᭷

しているわࡅではなく（ᒸ㔝㸪1998）㸪その㐪いにࡘい

ては現在ศかっていない㒊ศも多い。 
3）ここでクライ࢚ントは実㝿に「᜝」という言ⴥを用

いて自らの᜝をㄒっているわࡅではない。「自ศには౯

್がないと感じています」のような表現でㄒられていた

（ᒸ㔝㸪1998）。 
 
＜付記＞ 本ཎ✏ᇳ➹にあたって㸪ࡈ指導を㈷りました

ᒾቨⱱ先生㸪ບましてくࡔさったⓙᵝに῝く感ㅰ⏦し上

 。ますࡆ
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